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こんにちは！2020ＴＤＭ推進プロジェクト運営事務局です。

東京2020大会まで459日となりました。（土日祝日を除くと、310日を切りました！）
大会に向けた準備は進んでいますでしょうか？今年度からコンサルタントによる
アクションプラン作成への支援も活用いただけます。詳しくは事務局まで。

------------------------------------------------------------------------
※「2020ＴＤＭ推進プロジェクト」では、東京2020大会時の交通状況やＴＤＭの
取組等に関心がある企業等の皆様のご登録をお待ちしております。
グループ会社や協力企業等の皆様へ、是非ＴＤＭ推進プロジェクトをお伝え
ください！

◇「2020ＴＤＭ推進プロジェクト」への登録はこちらから↓
https://2020tdm.tokyo/approve

＊登録が簡単になりました！
＊会社単位だけでなく、部署単位や支店だけでのご登録もできます。

------------------------------------------------------------------------
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
◇１．テレワーク・デイズ2019参加登録の受付を開始しました
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
■テレワーク・デイズ2019とは

「テレワーク・デイズ」は総務省、厚生労働省、経済産業省、国土交通省、
内閣官房、内閣府が、東京都及び関係団体と連携し、テレワークという柔軟
な働き方の全国的な定着と2020年東京大会時の交通混雑緩和を目的に、テレ
ワークの一斉実施を呼びかける国民運動です。

3年目となる本年は、大会1年前の本番テストと位置付け、大会期間を想定
した7月22日(月)から9月6日(金)までの期間において「テレワーク・デイズ
2019」として、実施いたします。

■テレワーク・デイズ2019参加登録の受付を開始しました
4月19日（金）より、「テレワーク・デイズ2019」の参加登録の受付を開始

しました。
トライアルでの参加でも、１日からでも、ご参加いただけます。是非、皆さ

まこの機会にテレワークを実施いただき、通勤負荷軽減やワークライフバラン
スの確保、生産性の向上など、テレワークのメリットを実感してください！

※詳細はこちらから↓
https://teleworkdays.jp/

参考：テレワーク・デイズ2019参加登録の受付開始及びプレイベントの開催
（平成31年4月19日（金）総務省報道発表）

http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01ryutsu02_02000240.html
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■スムーズビズ推進期間
大会時を見据えたテスト期間として、交通混雑緩和に向けた取組を広く実施

していただく「スムーズビズ推進期間」を下記のとおり設定しました。
同一期間で展開する国の「テレワーク・デイズ2019」とも連携し、一体的に

取組を進めていきます。
企業の皆さまも大会時を想定して、交通混雑緩和に向けた取組をご検討くだ

さい。

2019年7月22日（月）～9月6日（金）
このうち集中取組期間

①7月22日（月）～8月2日（金） ※オリンピック開催期間に相当
※チャレンジウィークは7月22日（月）～7月26日（金）

②8月19日（月）～8月30日（金） ※パラリンピック開催期間に相当

※詳細はこちらから↓
https://smooth-biz.tokyo

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
◇２．平成31年度働き方改革宣言奨励金のご案内
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

東京都は、「スムーズビズ」の一環として、都内企業の働き方改革の気運を高
めていくため、「TOKYO働き方改革宣言企業」制度を設け、宣言を行う企業を募集
しています。この度、宣言を行うための取組を後押しする「働き方改革宣言奨励
金」の平成31（2019）年度の受付を5月9日（木）より開始します。皆さま是非
ご活用ください。

■働き方改革宣言企業とは
①従業員の長時間労働の削減及び年次有給休暇等の取得促進のため、２～３年後の

目標及び取組内容を宣言書に定め、全社的に取り組む企業です。宣言書は
「TOKYO働き方改革宣言企業」ウェブサイトで公表します。

働き方改革宣言企業からは「宣言したことにより優秀な人材を採用できた」
「宣言後、有給休暇が取得しやすくなり、子供の学校行事に参加できた」などの
声も聞こえてきています。

②奨励金について
○都内中小企業の働き方改革に向けた目標及び取組内容の設定と制度整備の取組

について、奨励金を支給します。
○平成31年度は奨励金の制度整備事業の対象に「柔軟に取得できる夏季休暇制度」

を新設します。

※奨励金等の詳細やお問い合わせについては、下記サイトをご確認ください↓
https://www.hataraku.metro.tokyo.jp/hatarakikata/kaikaku/josei/index.html

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
◇３．平成31年度 テレワーク活用・働く女性応援助成金のご案内
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

東京都は、公益財団法人東京しごと財団と連携して、企業における、テレワーク
環境の整備や、女性の新規採用・職域拡大を目的とした設備等の整備を支援する
ため、費用の一部を助成しています。

本日4月22日（月）より、2019年度の助成金の受付を開始しました。是非、この
機会に助成金を活用してテレワーク環境の整備をご検討ください。
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※助成金等の詳細やお問い合わせについては、下記サイトをご確認ください↓
https://www.shigotozaidan.or.jp/koyo-kankyo/index.html

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
◇４．東京港のコンテナターミナルのゲートオープンの時間を拡大します
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

東京2020大会では、多くの競技会場が東京港周辺に配置されます。このため、
大会運営と円滑な港湾物流を両立させるためには、大会期間中における臨海部の
交通混雑を緩和させる必要があります。

そこで、10連休となる今年のゴールデンウイーク前後の期間で、東京港のコンテ
ナターミナルにおける貨物の搬出入時間（ゲートオープン時間）を拡大するトライ
アルを実施します。

輸出入に関わるご担当者様、この機会をご活用いただき、大会に向けた物流効率
化へのご検討をお願い致します。

■実施日 ※計 6日間
・平成31（2019）年4月24日（水）から同月26日（金）まで
・令和元（2019）年5月 7日（火）から同月 9日（木）まで

■実施するコンテナターミナル
東京港の全てのコンテナターミナル

■ゲートオープンの拡大時間
・早朝 ７：３０～ ８：３０（１時間）
・夜間 １６：３０～１９：３０（３時間）

※ 通常のゲートオープン時間 ８：３０～１６：３０

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
◇東京2020大会概要
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
■日程

【オリンピック】 2020年7月24日（金）～8月9日（日）
【パラリンピック】 2020年8月25日（火）～9月6日（日）

■競技数・選手数
【オリンピック】 ３３競技・約11,090人
https://tokyo2020.org/jp/games/sport/olympic/

【パラリンピック】 ２２競技・約4,400人
https://tokyo2020.org/jp/games/sport/paralympic/

■競技スケジュール（オリンピック）
競技ごとの日程を公開しています。
https://tokyo2020.org/jp/games/schedule/olympic/

■大会関係者輸送ルート
選手等の大会関係者を輸送するルートのことで、「オリンピック・ルート・
ネットワーク（ORN）」、「パラリンピック・ルート・ネットワーク（PRN）」
と呼称し、選手村と競技会場を結ぶ経路を表しています。
https://pjt.2020tdm.tokyo/pdf/kankeisya_route.pdf
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■観客輸送ルート
観客・スタッフ等を輸送するルートのことで、観客やスタッフが大会期間中、
競技会場と観客利用想定駅との間を通行する経路を表しています。
https://pjt.2020tdm.tokyo/pdf/kankyaku_route.pdf

------------------------------------------------------------------------
◆「2020ＴＤＭ推進プロジェクト」現在の登録状況◆
------------------------------------------------------------------------

協力者 ：82団体
参加企業：1093社

------------------------------------------------------------------------
◆大会までのカウントダウン◆
------------------------------------------------------------------------

東京2020オリンピック開催まで あと 459日
東京2020パラリンピック開催まで あと 491日

------------------------------------------------------------------------

★======================================================================★
2020ＴＤＭ推進プロジェクト運営事務局
「2020ＴＤＭ推進プロジェクト」専用ＨＰはこちら↓

https://2020tdm.tokyo/
------------------------------------------------------------------------
◎本メールは、2020ＴＤＭ推進プロジェクトへ参加申し込みをいただいた
企業・団体様の登録メールアドレス宛てにご送付しております。

◎本メールに心当たりのない場合や、ご不明な点がございましたら、
2020ＴＤＭ推進プロジェクト運営事務局までご連絡ください。

◎本メールにご意見等がある場合は、以下フォームよりお問い合わせください。
https://2020tdm.tokyo/inquiry

★======================================================================★
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